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古来、人間は夢に大きな関心を抱いてきました。時には神秘的な啓示として、時には精

神分析の格好の対象として、夢は記録され、さまざまな分析や解釈がそこに加えられ、無

数の物語の源泉となってきました。その一方で、夢を正確に筆記し、分析や解釈を差し挟

まず、そこに現れる奇怪なイメージや歪んだ関係性をありのままに表現しようとする試み

も、画家や作家の関心をひきつけ続けています。 

今回の常設展示では、夢日記や夢の世界を描いた小説を中心に、記録された夢の数々を

ご紹介します。人間によって「生け捕り」にされた夢のひとつひとつが、読者を、未知で

ありながらどこか懐かしい、夢の世界へといざなうでしょう。 

 
１．笑う月 

安部公房著 

東京 新潮社 1984 141p <KH31-18> 

笑いながら「僕」のあとを追いかけてくる月や、火をつけられて燃え上がる仔象など、夢のイメ

ージの充溢する短編・エッセイ集。『砂の女』や『密会』などの小説で、非現実の世界をリアルに

描き出してみせた安部公房が、夢の論理を追求する 

 

２．私の夢日記 

横尾忠則著 

東京 角川書店 1979 265p <KH734-129> 

「二人の宇宙人が空間を泳いでいるので、ぼくは自分が海底に立っているような錯覚を覚えた」

(1976 年 1 月 30 日「黄金の都市と悪魔」より)国際的に活躍するグラフィック・デザイナー、横尾

忠則の夢には、UFO や神仏のイメージが繰り返し登場する 

 

３．チューリヒ夢日記 

秋山さと子著 

東京 筑摩書房 1985 237p <SB267-44> 
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「右手の木陰から、角をはやしたいぼだらけの怪獣のようななめくじが這いだした。これに対抗

するように、左手から、背中に一条の黄金の筋のある、真黄色なかまきりが出てきてなめくじに向

かって前翅をふりあげた」(1965 年 2 月 26 日)心理学者秋山さと子が、4 年間のヨーロッパ滞在の思

い出を、その時々に見た夢を交えて綴る 

 

４．夢日記 

島尾敏雄著 

東京 河出書房新社 1978 223p <KH555-370> 

「遂に特攻戦が発動された。一同船艇に乗せられて出発！いよいよ突っ込んで死んでしまうのか。

隊は四箇隊のようでもあり又二箇隊のようでもあつた」(昭和 50 年 2 月 4 日)戦後の代表的作家の一

人である島尾敏雄は、戦争体験や妻との葛藤を小説化するかたわら、『夢の中での日常』などの作

品で夢の世界に固執し続けた 

 

５．ことばの食卓 

武田百合子著 野中ユリ画 

東京 作品社 1984 141p <KH589-529> 

誰もいない草原にとり残された私に、一匹の羊が語りかける。「裏切ったのではありません。あ

なたのことをいつも思っていたのだけれど、なかなか、ここまでは来られなかったのです」羊を撫

でる私の目に、次第に涙がたまってくる(「十二月の或る日」より)。エッセイストの武田百合子が

書きとめた 8 つの夢『夢、覚え書き』を収録 

 

６．夢日記 

正木ひろし著 

東京 大陸書房 1974 350p <GK79-22> 

「姿なき人は、私に蓋のない懐中時計をくれた。よく見ると、時計の面が地図のようになってい

て、四時から七時のある部分が、色が濃く(ダークグリーン？)なっていて、そこに平仮名で『べり

べろっと』と記入してあった」(1971 年 1 月 11 日)チャタレイ夫人裁判や菅生事件、八海事件など

の弁護で知られる弁護士、正木ひろしが記録した膨大な夢のうち、約 370 篇を収録 

 

７．夢を植える 

清岡卓行著 

東京 講談社 1976 190p <KH271-270> 

「ああ、賑やかな町のなかで、私はまたはだしだ。どうして靴を履くのを忘れてきたのだろう？ 

おまけに、靴下までしていない。鏡のように滑らかできれいな、この敷石の歩道のうえ……」(「町

の中ではだし」より)詩人・作家の清岡卓行による、夢を母体にした掌編小説集 
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８．つげ義春とぼく 

つげ義春著 

東京 晶文社 1977 229p <KC486-51> 

「開け放った玄関から、外が家の中に侵入してくる。家がギシギシ音をたて壊れそう。かえって

外に出たほうが安全と判断し、とびだそうとするが、外は透明の風船のように弾力があり、出られ

ない」(「夢日記」昭和 43 年 12 月)『ねじ式』や『必殺するめ固め』で夢幻的な世界を展開する漫

画家、つげ義春による夢日記を収録。 

 

９．夢の軌跡 

アンドレ・ブルトン編 清岡卓行ほか訳 

東京 国文社 1970 171p <KR141-6> 

「ひじょうに多くの水が天から落ち、最初の水が、すさまじく、残酷にも轟音たてあふれかえっ

て、わたしの四マイル四方の地上を満たしたかと見るまに全土を沈めてしまうありさまを、眠りの

なかにわたしは見た」(デューラー「夢の風景」より)シュルレアリズムの提唱者が収集した、夢物

語と夢に関する論考 

 

10．谷内六郎幻想記 

谷内六郎著 横尾忠則編集 

京都 駸々堂出版 1982 119P <KC511-60> 

子供の幻想や夢を現実の風景の中にすべりこませる手法で、素朴な画風の中に幼少時の記憶をな

まなましく再現させ、独自の世界を拓いた画家、谷内六郎による作品集 

 

11．北一輝 靈告日記 

松本健一編 

東京 第三文明社 1987 358p <GK74-172> 

妻なつ子が神仏や霊のお告げ(「神仏言」)として話したり書きとめたりした言葉を、北一輝が記

録したもの。「神仏言」の他、なつ子が見た夢などが書き記されている 

 

12．天才の日記 

サルバドル・ダリ著 東野芳明訳 

東京 二見書房 1971 366p <KC331-2> 

「私は二人の騎士の夢を見る。一人は裸で、もうひとりもまた同様である。かれらは、完全に対

称的な二つの街路に入ろうとしている」(1952 年 7 月 14 日)シュルレアリズムの代表的な画家ダリ

の日記にあらわれる夢は、彼の絵を彷彿とさせる 
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